
（第3謹郵便物認可）

iJ鵜摘闇お堀藷園囲圏圏
重 �� 

ヽ �青“ ∴重富喜一∴ �� � 

江 l ����∴ 21～、、i ��� � � 

∴： ∴∴∴ 1 ∴ ∴ �＼i＿二、 ∴∴ � ��∴　∴∴ �∴∴ �＝：－i偽 ∴∴； � �∴∴∴ ∠・も iiを譲吉浩一＼） 

∴∴ Zi＝i‾　　● 

〉 こし 一驚欝 � 

一∴一∴∴∴子 �� 

∴∴ �‾議繁潔 釦＝も‾＿謡 

＼＿ノゴー‾こ ∴「 ∴∴ ��� 

†‾〕レ＼i ���� �∴青∵∴∴∴∴∴ 長∴／綴 ����∵∴ ∴∴∴l 

＼i遥 �� �ii懸 � 

駒：‘・　　　　　　　1へ● ��’シ’・ 

∴∴ �語で・‾語 

綴閣＼繋詔題 ��ヾヽ 質． 

騒‾．圏臨議題・　韻　　　　　　●巌 

喜藤響．認∴詳轡等葦霊鳥言霊漣壷蕊 ����� �� 

′＿ � �：∴∴ �亨二二一∴ � 

一軍「∵一∴∴∴ ∴∴ ∴∴ �◆　′ �′ ��用． 予∴十 （ 畠 i∵ � 

囲認 �（ 彊完動 rl 潤囲∴鋼鵜匠 「撥 騒 醗 �∴i l ‘ 乾 好 l 遍 ／／ ー／ 予 ／営 或 i l �：lそ．「 ′4㌧1°o∴一 ；●：十千∴ 惹連1 ∴繋藩 萱援軍 ∴∴∴言1 譲謙譲 潜謡鷲 ∴小鮒甘： 隠顕 「∴1 〈 i轢 ��藍重寝申両軍翠 へ掬 諒 欝靭 ＼ 1、 ��／∴ ‾rl、「 ∴ 轟露、 誓 ．：ヽ▼“ ＼、、－綱 �顕 窮 評 、／慶 子を ＼粧 棚 鉱 

‾！ 朋 ト∴∴一∴ 

日高さんの「菱の思い出
～夜のスカイツリー一一」
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日
高
さ
ん
（
雑
）
轟
轟
賞

静
岡
県
熱
海
市
の
M
O
A
美
術
館
が
主
催
す
る
全
国
児

童
作
品
展
で
松
山
市
椿
小
学
校
4
年
の
日
南
美
楠
さ
ん

（
．
1
0
）
の
作
品
「
夏
の
思
い
出
～
夜
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
～
」

が
絵
画
4
年
の
部
で
最
高
賞
の
文
部
科
学
大
臣
賞
に
輝
い

た
。
受
賞
は
愛
媛
県
内
で
4
人
目
。

作
品
展
は
2
8
回
目
。
今

回
は
松
山
市
を
含
む
国
内

外
4
1
9
会
場
で
過
去
最

多
の
4
6
万
1
6
、
2
8
点
の

応
募
が
あ
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、
各
会
場
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優
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品
か
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・
入
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M
O
A
美
術
館
の
全
国
児
童
作
品
展
で
文
部
科
学
大
臣
霞
に
選
ば
れ
た
旦
崗
さ
ん

選
作
品
3
0
0
点
が
選
ば

れた。日
南
さ
ん
は
2
0
1
6

年
の
夏
休
み
に
家
族
4

人
で
東
京
の
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
を
見
た
思
い
出
を
描

い
た
。
近
く
の
橋
の
上
か

ら
見
上
げ
た
酷
さ
6
3
4

㍍
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は

「
想
橡
よ
り
大
き
く
て
。

び
っ
く
り
し
た
」
。
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
様
子
を

カ
ラ
フ
ル
に
、
川
に
反
射

し
た
光
を
割
り
箸
の
断
面

を
ス
タ
ン
プ
の
よ
う
に
使

っ
て
表
現
。
夜
空
の
天
の

川
は
「
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に

負
け
な
い
く
ら
い
き
れ
い

だ
っ
た
」
と
言
い
、
星
一

つ
一
つ
を
丁
寧
に
描
い

た。
絵
の
教
室
に
週
1
回
通

い
、
4
年
生
に
な
っ
て
絵

画
の
箆
を
四
つ
受
賞
し

た
と
い
う
日
南
さ
ん
。
「
教

室
に
行
く
の
は
い
つ
も

楽
し
み
。
箆
を
い
っ
ぱ
い

取
り
た
い
」
と
意
気
込
ん

だ。
県
内
で
は
ほ
か
に
、
松

山
市
久
枝
小
1
年
の
永
田

大
和
君
が
絵
画
銅
賞
に
選

ば
れ
た
。
入
鷺
・
入
選
作

は
然
日
ま
で
M
O
A
美
術

館
で
展
示
さ
れ
る
。（山本聾）


